
 1． 台地：更新世の段丘構成層の分布域

 2． 低地：完新世の自然堆積層の分布域

 3． 砂州・自然堤防：礫や砂主体の自然堆積層の分布域

 11． 盛土地：盛土層・整地層の分布域

 5． ラグーン・川・池：汽水～淡水の水域

 6． 海

 12． 集落・道路

 4． 湿地：泥主体の自然堆積層の分布域

 7． 底質が砂質な水域（特に強調する場合に表示）

 8． 底質が泥質な水域（特に強調する場合に表示）

 14． 古流向：高角度板状斜交葉理の傾斜方向、破線は 1断面での見かけの方向
  　（青色は当該期堆積層の構造、赤色は遺構面構成層の構造：以下、同様）
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 15． 古流向：流路や大規模な溝の流下方向

 13． 地すべり
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 16． 傾斜方向：楔状の低角度斜交葉理の傾斜方向、十字は水平

古地理図凡例

 9． 土壌：土壌A層の確認地点

 10． 畠・水田：作土層の確認地点
   （F：畠・P：水田が確かなもの、三角印：作土があったと類推されるもの）
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